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【緒論】 

糖質は生命活動に重要な分子であり、低分子の

単糖から高分子の多糖まで多様な形態で存在し

ている。生物はこれら糖質を必須の栄養素として

要求する傍ら、糖質の化学的な影響を大きく受け

ながら加齢していく。若い間は糖質を起因とする

化学反応に対して抵抗性を示し、元の分子に容易

に戻すことが可能であるが、加齢とともに修復が

困難になり、結果として老化関連物質が蓄積する。

これら老化関連物質を容易に検出可能になれば、

器官や組織レベルでの老化の程度の判断ができ

る。本研究においては、ラマン分光による老化関

連物質の検出法の開発を行うために、事項に示す、

二項目の基礎的な知見を得ることを目標とする。 

【実験および結果】 

①老化関連物質糖誘導体の環境調和型酵素反応

による合成法 

 近年の糖鎖合成技術の発展はめざましい。しか

し、その合成プロセスの環境調和型化の達成が課

題として残されている。その解決手段の一つとし

て、環境調和型プロセスである酵素反応を組み込

むことが多くなっている。しかしながら、単純に

基質と酵素を混合するのみでは有機合成化学に

よる糖鎖合成効率に劣るため、酵素反応条件の改

善が必要不可欠である。本研究においては、糖質

分解酵素からの糖脂質合成のための酵素反応シ

ミュレーションおよび酵素合成反応の改善にむ

けた酵素化学的実験を行った。 

澱粉分解酵素の代表例である α-アミラーゼ

による反応のシミュレーションについて検証し

たところ、シミュレーション結果と実際の実験デ

ータ値とはおおよそ符合した。一方、シミュレー

ション結果と乖離している場合も存在したこと

から、現在，その詳細についての検討を行ってい

る。 

②ラマン分光による糖鎖ゲル中の微細構造の分

析に向けた条件設定 

生体の主成分は水であるが、その中は非常に高

濃度の溶質から成り立っており、結果としてゲル

様の振る舞いを示す。特に細胞と細胞の間、また

は、関節などには多糖を中心とするゲル状物質で

覆われており、その状態を観察することは生命現

象を理解する上で重要である。さらに、このよう

なゲル状物質中に老化が引き起こす変化を簡便

に見出すことができれば、老化の診断に有用であ

ると言える。本研究においては、多様な構造体を

形成可能な澱粉ゲルをモデルケースとして、澱粉

ゲルの微細構造の変化の検出の実現を目指す。ま

ず、澱粉のゲル形成における澱粉の由来による影

響を検討したところ、由来によってゲル化可能濃

度が異なることを確認した。次に、ゲルの架橋剤

としてホウ砂を添加したところ、ほとんどの由来

の澱粉ではゲル化可能濃度が低くなったが、可溶

性澱粉のみゲル化可能濃度が高くなるという結

果が得られた。この現象は、局所的な構造が異な

ることに起因していると仮定して、現在、ラマン

分光による局所構造の変化を確認すべく、ゲル形

成条件についての詳細を検証しているところで

ある。 

 


